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概    要  
緑内障における網膜神経節細胞(RGC)死には、グルタミン酸の関与が指摘されてきた。よってグルタ
ミン酸ストレスを与え、培養 RGC 実験および緑内障動物モデルにて、ペルオキシレドキシン 6(PRDX6)
の細胞死抑制効果を検討した。PRDX6 を細胞内にデリバリーするため、TAT-PRDX6 リコンビナント



































































た。しかし、4µg の TAT-PRDX6 投与により、RG























TAT-PRDX6 は抑制できる可能性がある  
つまり、TAT-PRDX6 は緑内障の神経保護薬とし
て使用できる可能性があると思われた。
 
 
 
 
 
「主な発表論文等」 
学会および論文のため追加データを加え、発表準
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「競争的資金・研究助成への申請・獲得状況」 
科学研究費補助金・基盤研究(C)・白内障発症に
おけるトロポミオシン遺伝子の役割と白内障予防
に関する研究・H23-H25・4,980 千円・申請中 
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